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中
国
研
究
集
刊 

称
号
（
総
六
十
号
記
念
号
）
平
成
二
十
七
年
六
月　

二
〇
︱
三
四
頁

戦
国
時
代
に
お
け
る
兵
家
の
気
の
思
想
と
新
出
土
文
献

竹
田
健
二

序
言

筆
者
は
前
稿
「
兵
家
の
気
の
思
想
に
つ
い
て
―
「
孫
氏
の
道
」

を
中
心
に
―
」
に
お
い
て
、
春
秋
戦
国
時
代
に
お
い
て
兵
家
が
説

い
た
気
に
つ
い
て
検
討
し
た
（
注
1
）
。
そ
の
際
、
伝
世
文
献
の
兵
書

の
他
に
一
九
七
二
年
に
出
土
し
た
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
『
孫
臏
兵

法
』
等
を
も
検
討
の
対
象
と
し
た
が
、
一
九
九
三
年
の
郭
店
楚
簡

の
出
土
以
降
、
戦
国
時
代
及
び
秦
代
・
漢
代
の
出
土
資
料
が
相
次

い
で
出
現
し
た
。
現
在
古
代
中
国
思
想
史
研
究
に
お
い
て
は
、
こ

う
し
た
新
出
土
文
献
の
研
究
を
踏
ま
え
た
再
検
討
が
進
め
ら
れ
つ

つ
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
特
に
近
年
出
土
し
た
戦
国
時
代
の
竹
簡
資

料
か
ら
見
て
、
兵
家
の
気
の
思
想
に
関
し
て
筆
者
が
前
稿
に
お
い

て
行
っ
た
検
討
の
結
果
は
果
た
し
て
今
な
お
成
立
し
得
る
か
ど
う

か
、
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
前
稿
に
お
け
る
検
討

本
章
で
は
、
筆
者
が
前
稿
「
兵
家
の
気
の
思
想
に
つ
い
て

―
「
孫
氏
の
道
」
を
中
心
に
―
」
に
お
い
て
行
っ
た
検
討
の
概
略

を
確
認
す
る
。

筆
者
は
、
戦
国
時
代
の
兵
家
の
説
く
気
は
、
士
気
の
系
統
の
気

と
望
気
の
系
統
の
気
と
に
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
、
二
つ
の
系
統

の
気
の
ど
ち
ら
を
説
く
か
は
、
そ
の
兵
学
が
天
人
相
関
思
想
に
与

す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
考
え
た
。

す
な
わ
ち
、
十
三
篇
『
孫
子
』
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
気

と
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
に
含
ま
れ
て
い
た
『
孫
臏
兵
法
』
延
気
篇

（ 20 ）



の
気
と
は
、
い
ず
れ
も
基
本
的
に
集
団
的
な
士
気
を
指
し
て
お

り
、
両
文
献
に
お
け
る
気
に
関
す
る
思
考
は
基
本
的
に
同
一
と
見

な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
銀
雀
山
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
竹
簡
資

料
の
中
に
は
、
春
秋
時
代
の
孫
武
の
兵
学
を
伝
え
る
十
三
篇
『
孫

子
』
と
、
戦
国
時
代
の
孫
臏
の
兵
学
を
伝
え
る
『
孫
臏
兵
法
』
と

が
共
に
含
ま
れ
て
お
り
、
更
に
『
孫
臏
兵
法
』
の
中
に
は
、
孫
武

の
兵
法
と
孫
臏
の
兵
法
と
を
ま
と
め
て
「
孫
氏
の
道
」
と
称
す
る

残
簡
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
戦
国
時
代
に
お

い
て
、
孫
武
と
孫
臏
と
の
文
献
・
兵
学
を
「
孫
氏
の
道
」
と
し
て

継
承
す
る
学
派
が
存
在
し
、
そ
し
て
十
三
篇
『
孫
子
』
及
び
『
孫

臏
兵
法
』
延
気
篇
に
お
い
て
見
ら
れ
た
気
に
関
す
る
思
考
は
、
そ

の
「
孫
氏
の
道
」
を
構
成
す
る
一
つ
の
要
素
、
す
な
わ
ち
「
孫
氏

の
道
」
の
気
の
思
想
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
『
呉
子
』
と
『
尉
繚
子
』
と
に
お
い
て
も
、
気
は
基

本
的
に
集
団
的
な
士
気
を
指
し
て
お
り
、「
孫
氏
の
道
」
及
び

『
呉
子
』・『
尉
繚
子
』
は
、
士
気
の
系
統
の
気
を
説
く
兵
学
と
位

置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

戦
国
時
代
の
兵
家
の
中
に
は
、
こ
う
し
た
士
気
の
系
統
と
は
異

な
る
、
望
気
の
気
を
説
く
者
も
存
在
し
た
。
望
気
の
実
態
を
文
献

の
上
で
詳
細
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、『
六
韜
』
龍
韜
の

兵
徴
及
び
王
翼
、
虎
韜
の
塁
虚
、『
墨
子
』
迎
敵
祠
篇
、『
天
文
気

象
雑
占
』
か
ら
は
、
戦
闘
の
結
果
を
予
知
す
る
た
め
、
或
い
は
ま

た
直
接
に
は
把
握
で
き
な
い
敵
軍
の
状
況
を
察
知
す
る
た
め
に
、

気
を
観
察
す
る
望
気
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
望
気
の
対

象
と
な
る
気
は
、
色
彩
や
形
状
を
備
え
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、

明
ら
か
に
可
視
的
で
、
物
質
的
性
格
が
認
め
ら
れ
る
。
人
間
の
精

神
的
活
動
を
指
す
士
気
の
系
統
の
気
と
望
気
の
系
統
の
気
と
は
、

同
じ
く
「
気
」
と
は
さ
れ
る
も
の
の
か
な
り
性
格
が
異
な
る
。

筆
者
は
、「
孫
氏
の
道
」
及
び
『
呉
子
』・『
尉
繚
子
』
で
は
士

気
の
系
統
の
気
だ
け
が
説
か
れ
て
お
り
、
望
気
の
気
が
一
切
説
か

れ
て
い
な
い
と
い
う
点
に
注
目
し
、
或
る
兵
学
に
お
い
て
は
、
士

気
の
系
統
の
気
と
望
気
の
系
統
の
気
と
の
ど
ち
ら
か
が
選
択
的
に

説
か
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
現
象
は
、
士
気
の
系
統
の
気
を
説
く

兵
学
と
望
気
の
系
統
の
気
を
説
く
兵
学
と
が
そ
の
基
本
的
立
場
を

異
に
し
、
厳
し
く
対
立
し
て
い
た
た
め
に
生
じ
た
と
考
え
た
。

す
な
わ
ち
、
望
気
は
そ
も
そ
も
天
人
相
関
思
想
に
基
づ
く
行
為

で
あ
り
、
軍
事
を
人
事
の
範
囲
で
考
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

望
気
は
、『
漢
書
』
芸
文
志
に
お
い
て
「
陰
陽
者
、
順
時
而
發
、

推
刑
德
、
隨
斗
擊
、
因
五
勝
、
假
鬼
神
而
爲
助
者
也
。」（
時
に
順

ひ
て
発
し
、
刑
徳
を
推
し
、
斗
撃
に
随
ひ
、
五
勝
に
因
り
、
鬼
神

を
仮
り
て
助
と
為
す
者
な
り
）
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
兵
陰
陽
に
分

類
さ
れ
る
兵
学
の
構
成
要
素
の
一
つ
と
し
て
戦
国
時
代
に
広
く
流

行
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
「
孫
氏
の
道
」
及
び
『
尉
繚
子
』・

『
呉
子
』
の
兵
学
は
、
天
人
相
関
を
否
定
し
、
あ
く
ま
で
も
人
事

（ 21 ）



に
よ
っ
て
軍
事
的
勝
利
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
立
場
に
立
ち
、
従
っ

て
そ
の
兵
学
に
お
い
て
望
気
の
系
統
の
気
を
説
く
こ
と
は
あ
り
得

な
か
っ
た
。
筆
者
は
、
戦
国
時
代
の
兵
家
が
士
気
の
系
統
の
気
と

望
気
の
系
統
の
気
と
の
ど
ち
ら
を
説
く
か
は
、
そ
の
兵
学
が
天
人

相
関
思
想
に
与
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る

と
考
え
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
士
気
の
系
統
の
気
も
望
気
の
系
統
の
気
も
、
そ
の

根
源
は
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
は
気
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と

し
た
、
周
の
史
官
や
瞽
官
ら
の
保
持
し
た
気
の
思
想
で
あ
る
と
推

測
さ
れ
る
。
こ
の
周
の
史
官
や
瞽
官
ら
が
保
持
し
た
気
の
思
想

は
、
史
官
や
瞽
官
が
保
持
し
た
天
道
観
を
構
成
す
る
一
要
素
と
し

て
成
立
し
、
史
官
や
瞽
官
の
間
で
保
持
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
後

に
史
官
や
瞽
官
か
ら
他
の
知
識
人
た
ち
へ
と
、
ま
た
周
王
室
か
ら

周
王
室
以
外
へ
と
広
く
伝
播
し
て
い
き
、
そ
う
し
た
伝
播
と
受
容

の
過
程
に
お
い
て
気
概
念
は
様
々
に
展
開
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
戦
国
時
代
の
兵
家
に
お
い
て
は
、
外
界
に
存
在
す
る
天
地
自

然
の
間
の
気
に
か
ら
望
気
の
系
統
の
気
へ
と
、
ま
た
人
間
の
身
体

内
部
に
存
在
す
る
気
か
ら
士
気
の
系
統
の
気
へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
分

裂
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
と
筆
者
は
考
え
た
。

二
、
出
土
文
献
に
見
え
る
気

本
章
で
は
、
一
九
九
三
年
に
出
土
し
た
郭
店
楚
簡
と
、
一
九
九

四
年
に
上
海
博
物
館
が
購
得
し
た
戦
国
楚
簡
（
以
下
、
上
博
楚

簡
）
と
か
ら
、
戦
国
時
代
の
新
出
土
資
料
に
お
い
て
説
か
れ
て
い

る
気
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡
の
中
の
兵
書
と
し
て
は
上
博
楚
簡
『
曹

沫
之
陳
』
が
あ
る
。
し
か
し
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
よ
う
に
、

『
曹
沫
之
陳
』
に
は
気
が
説
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
公
開
さ

れ
た
戦
国
楚
簡
の
中
に
は
、
気
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
思
考
の
認

め
ら
れ
る
兵
書
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
兵
家
以
外
に
は
、
気
に
つ
い
て
か
な
り
ま
と
ま
っ

た
思
考
を
説
く
文
献
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
先
ず
注
目
さ

れ
る
の
が
、
宇
宙
生
成
論
に
お
い
て
気
を
説
く
道
家
系
文
献
で
あ

る
（
注
2
）
。

上
博
楚
簡
中
の
古
佚
文
献
『
恆
先
』
に
お
い
て
は
、
従
来
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
宇
宙
生
成
論
が
説
か
れ
て
お
り
、

そ
の
中
に
万
物
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
の
気
概
念
が
登
場
す

る
。⑴�

恆
先
無
、
有
質
靜
虚
。
質
大
質
、
靜
大
靜
、
虚
大
虚
、
自
厭

不
自
忍
、
或
作
。
有
或
焉
有
氣
。
有
氣
焉
有
有
。
有
有
焉
有

始
。
有
始
焉
有
往
者
。
未
有
天
地
、
未
有
作
行
、
出
生
虚

靜
、
爲
一
若
寂
、
夢
夢
靜
同
、
而
未
或
明
、
未
或
滋
生
。
氣

（ 22 ）



是
自
生
、
恆
莫
生
氣
。
氣
是
自
生
自
作
。
亙
氣
之
生
、
不
獨

有
與
也
。

⑵�
濁
氣
生
地
、
清
氣
生
天
。
氣
信
神
哉
。
云
云
相
生
。
信
盈
天

地
。
同
出
而
異
性
、
因
生
其
所
欲
。
察
察
天
地
、
紛
紛
而
復

其
所
欲
。
明
明
天
行
、
唯
復
以
不
廢
。

『
恆
先
』
の
宇
宙
生
成
論
は
難
解
で
あ
る
が
、
宇
宙
の
始
原
は

「
無
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
恆
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
「
恆
」

な
る
世
界
は
や
が
て
「
或
」
な
る
世
界
へ
と
転
換
し
、そ
の
「
或
」

な
る
世
界
に
お
い
て
気
が
発
生
す
る
。
そ
し
て
気
は
ま
ず
天
地
を

生
成
し
、
そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
に
運
動
し
て
、
次
々
と
万
物
を
生
成

す
る
。
こ
う
し
て
気
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
万
物
が
天
地
に
満

ち
、
世
界
全
体
が
生
成
さ
れ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
但
し
、

宇
宙
の
始
原
で
あ
る
「
恆
」
と
気
と
の
関
係
は
、「
恆
」
か
ら
気

が
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
両
者
は
直
接
的
な
親
子
関
係
に
は
無
い

こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
『
恆
先
』
の
宇
宙
生
成
論

に
お
い
て
、
気
は
明
ら
か
に
万
物
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

ま
た
郭
店
楚
簡
中
の
古
佚
文
献
『
太
一
生
水
』
に
も
、
ユ
ニ
ー

ク
な
宇
宙
生
成
論
が
説
か
れ
て
い
る
。

⑶�

太
一
生
水
水
。
水
反
輔
太
一
、
是
以
成
天
。
天
反
輔
太
一
、

是
以
成
地
。
天
地
〔
復
相
輔
〕
也
、
是
以
成
神
明
。
神
明
復

相
輔
也
、
是
以
成
陰
陽
。
陰
陽
復
相
輔
也
、
是
以
成
四
時
。

四
時
復
【
相
】
輔
也
、
是
以
成
凔
熱
。
凔
熱
復
相
輔
也
、
是

以
成
溼
燥
。
溼
燥
復
相
輔
也
、
成
歳
而
止
。

⑷�

是
故
太
一
藏
於
水
、
行
於
時
。
周
而
或
〔
成
、
以
生
爲
〕
萬

物
母
。
一
缺
一
盈
、
以
紀
爲
萬
物
經
。
此
天
之
所
不
能
殺
、

地
之
所
不
能
釐
、
陰
陽
之
所
不
能
成
。
君
子
知
此
、
之

謂
…
…

『
太
一
生
水
』
冒
頭
の
宇
宙
生
成
論
に
お
い
て
は
、
宇
宙
の
根

源
は
「
太
一
」
と
さ
れ
、
こ
の
「
太
一
」
は
ま
ず
初
め
に
水
を
生

じ
、
次
い
で
水
は
「
太
一
」
を
補
佐
し
て
天
を
生
成
す
る
。
天

は
、
や
は
り
「
太
一
」
を
補
佐
し
て
地
を
生
成
し
、
続
い
て
、
天

と
地
と
か
ら
神
と
明
と
を
生
成
し
、
神
と
明
と
か
ら
陰
と
陽
と
を

生
成
し
、
陰
と
陽
と
か
ら
四
時
を
生
成
し
、
四
時
か
ら
凔
（
つ
め

た
い
こ
と
）
と
熱
と
を
生
成
し
、
凔
と
熱
と
か
ら
湿
と
燥
と
を
生

成
し
、
湿
と
燥
と
か
ら
歳
（
年
間
を
通
し
て
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
）

を
生
成
す
る
。
こ
う
し
て
順
次
生
成
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
世
界

が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
太
一
は
水
の
中
に
潜
み

か
く
れ
て
、
時
空
の
隅
々
に
ま
で
行
き
渡
り
、
万
物
生
成
の
プ
ロ

セ
ス
全
体
に
関
与
す
る
。
太
一
は
、
天
地
や
陰
陽
に
よ
る
関
与
を

受
け
る
こ
と
の
な
い
、「
萬
物
母
」（
万
物
の
母
）、
あ
る
い
は
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「
萬
物
經
」（
万
物
の
経
）
た
る
絶
対
的
な
存
在
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
『
太
一
生
水
』
冒
頭
部
の
宇
宙
生
成
論
に
お
い

て
、「
陰
陽
」
も
気
の
一
種
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ

る
が
、
直
接
的
に
「
陰
気
」・「
陽
気
」
と
は
説
か
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、『
太
一
生
水
』
の
後
半
部
に
お
い
て
は
、
以
下
の
よ
う

に
気
が
天
を
構
成
す
る
と
の
思
考
が
認
め
ら
れ
る
。

⑸�

下
、
土
也
、
而
謂
之
地
。
上
、
氣
也
、
而
謂
之
天
。
道
亦
其

字
也
。

す
な
わ
ち
、
大
地
は
土
に
よ
っ
て
、
ま
た
「
上
」、
つ
ま
り
天

は
気
に
よ
っ
て
で
き
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
部

分
と
『
太
一
生
水
』
冒
頭
部
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
は
な
お
疑
問

も
残
る
が
、『
太
一
生
水
』
に
お
い
て
も
全
体
と
し
て
は
、
気
が

天
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
構
成
す
る
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
、
上
博
楚
簡
『
凡
物
流
形
』
の
宇
宙
生
成
論
に
お
い
て
は

「
五
気
」
が
説
か
れ
て
い
る
。『
凡
物
流
形
』
の
宇
宙
生
成
論
も
甚

だ
難
解
で
あ
り
、「
五
気
」
が
具
体
的
に
何
を
含
ん
で
い
る
の
か

も
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
「
五
気
」
も
万
物
を
構
成
す
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注
3
）
。

⑹�

天
地
立
終
立
始
、
天
降
五
度
、
吾
奚
衡
奚
縱
。
五
氣
竝
至
、

吾
奚
異
奚
同
。
五
言
在
人
、
孰
爲
之
公
。

以
上
の
よ
う
に
、
郭
店
楚
簡
や
上
博
楚
簡
に
お
い
て
は
、
戦
国

時
代
初
期
以
前
の
道
家
が
説
い
た
様
々
な
宇
宙
生
成
論
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
中
で
気
は
、
基
本
的
に
い
ず
れ
も
万
物
を
構
成

す
る
も
の
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
他
、
郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡
に
お
い
て
は
、
儒
家
系
の
文

献
に
お
い
て
も
気
が
説
か
れ
て
い
る
。
儒
家
は
専
ら
人
間
の
身
体

内
部
に
存
在
す
る
気
を
説
い
て
お
り
、
そ
の
一
つ
が
「
血
気
」
で

あ
る
。

⑺�

述
乎
脂
膚
血
氣
之
情
、
養
性
命
之
正
、
安
命
而
弗
夭
、
養
生

而
弗
傷
。（『
唐
虞
之
道
』）

⑻�

義
者
、
君
德
也
。
非
我
血
氣
之
親
、
畜
我
如
其
子
弟
。
故

曰
、
苟
濟
夫
人
之
善
施
、
勞
其
股
肱
之
力
、
弗
敢
憚
也
、
危

其
死
、
弗
敢
愛
也
、
謂
之
【
臣
】、
以
忠
事
人
多
。（『
六

徳
』）

『
唐
虞
之
道
』
で
は
第
11
簡
に
「
血
気
」
が
登
場
す
る
。
同
簡
は

下
端
が
残
欠
し
、
文
字
が
二
～
三
字
程
度
欠
落
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
、
研
究
者
に
よ
っ
て
は
竹
簡
の
配
列
の
復
元
が
異
な
る（
注
4
）
。
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し
か
し
、
全
体
的
な
文
脈
か
ら
す
る
と
、
こ
の
部
分
は
聖
王
の
理

想
的
な
治
世
に
関
し
て
述
べ
て
い
る
部
分
で
あ
り
、
聖
王
の
理
想

的
な
統
治
の
下
で
民
は
よ
く
「
脂
膚
・
血
気
」
の
あ
り
方
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
、
そ
の
生
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
「
脂
膚
」
と
対
に

さ
れ
て
い
る
「
血
気
」
は
、
明
ら
か
に
人
間
の
身
体
内
部
の
み
に

存
在
し
、
人
体
を
構
成
す
る
要
素
の
一
つ
と
見
て
よ
い
。

『
六
徳
』
で
は
、
君
主
が
「
血
気
の
親
」
で
は
な
い
、
つ
ま
り

血
縁
関
係
に
は
な
い
臣
下
を
血
縁
の
あ
る
子
弟
と
同
様
に
養
う
こ

と
が
君
主
た
る
者
の
義
と
さ
れ
、
そ
し
て
君
主
が
そ
う
し
た
義
を

行
う
か
ら
こ
そ
臣
下
は
そ
の
力
を
発
揮
し
、
死
の
危
険
を
伴
う
こ

と
も
進
ん
で
行
う
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
血
縁
関
係
に
あ

る
身
内
が
「
血
気
の
親
」
と
位
置
付
け
ら
れ
、
血
縁
の
あ
る
者
同

士
は
い
わ
ば
「
血
気
」
が
通
じ
て
い
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
血
気
」
も
人
間
の
身
体
内
部
に
存

在
し
、
人
体
を
構
成
す
る
要
素
と
見
な
し
て
よ
か
ろ
う
（
注
5
）
。

以
上
の
よ
う
な
「
血
気
」
の
他
に
、
郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡
の

儒
家
系
文
献
で
説
か
れ
て
い
る
人
間
の
身
体
内
部
に
存
在
す
る
気

と
し
て
、
喜
怒
哀
悲
の
感
情
の
も
と
と
な
る
気
が
あ
る
。
以
下
に

示
す
の
は
、
同
一
文
献
の
異
本
と
考
え
ら
れ
る
郭
店
楚
簡
『
性
自

命
出
』・
上
博
楚
簡
『
性
情
論
』
の
冒
頭
部
で
あ
る
。

⑼�

凡
人
雖
有
性
、
心
亡
奠
志
。
待
物
而
後
作
、
待
悦
而
後
行
、

待
習
而
後
奠
。
喜
怒
哀
悲
之
氣
、
性
也
。
及
其
見
於
外
、
則

物
取
之
也
。（『
性
自
命
出
』）

⑽�

凡
人
雖
有
性
、
心
亡
正
志
。
待
物
而
後
作
、
待
悦
而
後
行
。

待
習
而
後
奠
。
喜
怒
哀
悲
之
氣
、
性
也
。
及
其
見
於
外
、
則

物
取
之
〔
也
〕。（『
性
情
論
』）

郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』・
上
博
楚
簡
『
性
情
論
』
の
冒
頭
部

に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
人
間
は
「
性
」
を
備
え
て
い
る
が
、
善

へ
向
か
う
「
志
」
を
生
ま
れ
な
が
ら
に
「
心
」
に
定
着
さ
せ
て
い

る
訳
で
は
な
く
、「
志
」
を
定
着
さ
せ
る
に
は
、
後
天
的
な
外
界

の
物
か
ら
の
働
き
か
け
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
性
と
し
て
人
間
に
備
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の

喜
怒
哀
悲
の
感
情
の
も
と
と
な
る
「
気
」
に
対
し
て
、
外
界
の

事
物
で
あ
る
「
物
」
に
よ
る
働
き
か
け
が
加
わ
る
と
、
そ
の
気
が

作
動
し
、
喜
怒
哀
悲
の
感
情
が
外
界
に
発
現
す
る
と
さ
れ
て
い

る
（
注
6
）
。

『
性
自
命
出
』・『
性
情
論
』
に
お
い
て
は
ま
た
、
以
下
の
よ
う

に
、
人
間
が
外
界
の
美
し
い
も
の
を
見
る
こ
と
を
好
み
、
美
し
い

音
声
を
聞
く
こ
と
を
楽
し
む
の
も
或
る
種
の
気
の
作
用
と
さ
れ
て

い
る
。
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⑾�
目
之
好
色
、
耳
之
樂
聲
、
鬱
陶
之
氣
也
。
人
不
難
爲
之
死
。

（『
性
自
命
出
』）

⑿�
目
之
好
色
、
耳
之
樂
聲
、
鬱
陶
之
氣
也
。
不
〔
難
〕
爲
之

死
。（『
性
情
論
』）

こ
こ
で
は
、「
目
の
色
を
好
み
、
耳
の
聲
を
樂
し
む
」
こ
と
は

「
鬱
陶
の
気
」
の
作
用
と
さ
れ
、
人
間
は
そ
の
作
用
の
た
め
に
死

に
至
る
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
鬱
陶
の
気
」
は
、

先
に
見
た
「
喜
怒
哀
悲
之
気
」
と
同
様
に
人
間
の
身
体
内
部
に
存

在
し
、
し
か
も
人
間
の
行
動
や
反
応
の
「
も
と
」
と
な
る
も
の
で

あ
る
と
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
先
ず
外
界
に
存
在
す
る
「
色
」・

「
声
」
が
人
間
に
対
し
て
働
き
か
け
、
次
い
で
そ
れ
に
人
間
の
身

体
内
部
の
「
鬱
陶
の
気
」
が
反
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
が

「
色
を
好
」
み
、
ま
た
「
声
を
楽
し
む
」
と
の
行
動
が
生
ず
る
と

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

加
え
て
、
上
博
楚
簡
『
民
之
父
母
』
及
び
『
従
政
』
に
は
、

「
志
気
」
や
「
気
志
」
と
い
っ
た
、
人
間
の
精
神
的
な
活
動
を
指

す
と
考
え
ら
れ
る
気
が
説
か
れ
て
い
る
。

⒀�

〔
子
夏
曰
、「
□
〕
可
得
而
聞
歟
。」
孔
子
曰
、「
無
聲
之
樂
、

氣
志
不
違
。〔
無
〕
體
之
禮
、
威
儀
逮
逮
。
無
服
之
喪
、
内

恕
巽
悲
。
無
聲
之
樂
、
塞
于
四
方
。
無
體
之
禮
、
日
逑
月

相
。
無
服
之
喪
、
純
德
同
明
。
無
聲
之
樂
、
施
及
孫
子
。
無

體
之
禮
、
塞
于
四
海
。
無
服
之
喪
、
爲
民
父
母
。（
無
）
聲

之
樂
、
氣
志
既
得
。
無
體
之
禮
、
威
儀
翼
翼
。
無
服
喪
、
施

及
四
國
。
無
聲
之
樂
、
氣
志
既
從
。
無
體
之
禮
、
上
下
和

同
。
無
服
之
喪
、
以
蓄
萬
邦
。」（『
民
之
父
母
』）

⒁
聞
之
曰
、「
志
氣
不
至
、
其
事
不
…
（『
従
政
』
甲
）

上
博
楚
簡
『
民
之
父
母
』
で
は
、
理
想
的
な
「
楽
」・「
礼
」・

「
喪
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
無
声
の
楽
」・「
無
体
の
礼
」・「
無
服

の
喪
」
の
「
三
無
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
中
に
、「
気
志
」
が
説

か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
気
志
」
は
、
君
主
の
「
気
志
」、
つ

ま
り
君
主
の
精
神
的
活
動
の
あ
り
方
を
基
本
的
に
指
し
て
お
り
、

引
用
し
た
箇
所
は
、
理
想
的
な
音
楽
で
あ
る
「
無
声
の
楽
」
に
よ

り
、
君
主
と
臣
下
と
の
関
係
が
理
想
的
な
状
態
へ
と
近
づ
く
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
郭
店
楚
簡
『
従
政
』
に
お
い
て
は
、「
志
気
」
の
語
が

見
ら
れ
る
。
こ
の
「
志
気
」
も
『
民
之
父
母
』
の
「
気
志
」
と
同

じ
く
、
や
は
り
人
間
の
精
神
的
作
用
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
（
注
7
）
。

こ
う
し
た
「
気
志
」
や
「
志
気
」
と
、
先
述
の
「
喜
怒
哀
悲
之

気
」
及
び
「
鬱
陶
之
気
」
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
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は
い
ず
れ
も
人
間
の
精
神
的
活
動
や
作
用
と
密
接
に
結
び
つ
く
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
注
8
）
。

以
上
の
よ
う
に
、
郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡
中
の
儒
家
系
文
献
に

お
け
る
気
の
中
に
は
、「
血
気
」
以
外
に
も
人
間
の
身
体
内
部
に

存
在
す
る
気
が
説
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
人
間
の
精
神
的
活

動
・
作
用
と
密
接
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
（
注
9
）
。

こ
の
他
に
、
人
間
の
身
体
外
部
に
存
在
す
る
気
が
『
容
成
氏
』

に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
。

⒂�

皐
陶
既
已
受
命
、
乃
辨
陰
陽
之
氣
、
而
聽
其
訟
獄
、
三
年
而

天
下
之
人
亡
訟
獄
者
。
天
下
大
和
均
。
舜
乃
欲
會
天
地
之

氣
、
而
聽
用
之
、
乃
立
質
以
爲
樂
正
。
質
既
受
命
、
作
爲
六

律
六
呂
、
辨
爲
五
音
、
以
定
男
女
之
声
。（『
容
成
氏
』）

こ
の
箇
所
で
は
、
受
命
し
て
天
子
と
な
っ
た
皐
陶
が
「
陰
陽
之

気
」
を
弁
別
し
、
訴
訟
に
対
し
て
は
こ
の
「
陰
陽
之
気
」
の
あ
り

方
を
基
準
と
し
て
判
決
を
下
し
た
結
果
、
三
年
で
天
下
中
か
ら
訴

訟
を
起
こ
す
者
が
い
な
く
な
り
天
下
が
よ
く
治
ま
っ
た
こ
と
、
ま

た
舜
は
「
天
地
之
気
」
を
集
め
て
そ
の
あ
り
方
に
則
っ
た
統
治
を

行
お
う
と
し
て
臣
下
の
質
を
「
楽
正
」、
つ
ま
り
音
楽
官
に
任
命

し
、
質
は
六
律
六
呂
・
五
音
を
定
め
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
皐
陶
と
舜
と
の
善
政
の
基
準
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
「
陰

陽
之
気
」・「
天
地
之
気
」
の
具
体
的
な
内
容
や
あ
り
方
に
つ
い
て

詳
し
い
説
明
は
無
い
が
、「
天
地
之
気
」
も
「
陰
陽
之
気
」
も
、

「
血
気
」
な
ど
の
人
間
の
身
体
内
部
の
み
に
存
在
す
る
気
と
は
異

な
り
、
お
そ
ら
く
は
天
地
自
然
の
間
に
あ
ま
ね
く
存
在
し
、
世
界

全
体
の
あ
り
方
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
の
「
陰
陽
之
気
」・「
天
地
之
気
」
に
、

統
治
を
行
う
上
で
の
規
範
と
し
て
機
能
す
る
性
質
、
換
言
す
れ
ば

人
間
社
会
の
規
範
と
し
て
機
能
す
る
性
質
が
備
わ
っ
て
い
る
点
で

あ
る
。
優
れ
た
能
力
を
備
え
た
為
政
者
は
、「
陰
陽
之
気
」・「
天

地
之
気
」
の
あ
り
方
を
把
握
し
、
そ
れ
を
統
治
に
反
映
さ
せ
て
、

善
政
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る（
注
10
）
。

以
上
、
本
章
で
は
、
郭
店
楚
簡
や
上
博
楚
簡
の
道
家
系
文
献
及

び
儒
家
系
文
献
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
気
に
つ
い
て
確
認
し

た
。
道
家
系
文
献
に
お
い
て
は
、
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
宇
宙
生
成

論
の
中
で
万
物
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
気
が
説
か
れ
て
お
り
、

ま
た
儒
家
系
文
献
に
お
い
て
は
、
専
ら
人
間
の
身
体
内
部
に
存
在

す
る
気
が
説
か
れ
、
ま
た
天
地
自
然
の
間
に
存
在
す
る
気
も
説
か

れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
中
で
説
か
れ
て
い
る
気
に
関
す

る
思
考
は
決
し
て
単
純
で
は
な
く
、
用
例
に
よ
っ
て
気
概
念
の
指

し
示
す
と
こ
ろ
に
は
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
郭
店

楚
簡
や
上
博
楚
簡
の
道
家
系
文
献
及
び
儒
家
系
文
献
に
お
い
て
説

か
れ
て
い
る
気
に
関
す
る
思
考
は
非
常
に
多
様
で
あ
り
、
か
な
り
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複
雑
な
思
考
で
あ
る
と
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

郭
店
楚
簡
の
出
土
し
た
郭
店
一
号
楚
墓
は
、
戦
国
中
期
後
半
、

す
な
わ
ち
紀
元
前
三
〇
〇
年
頃
の
造
営
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
郭

店
楚
簡
に
含
ま
れ
る
文
献
の
書
写
は
紀
元
前
三
〇
〇
年
以
前
に
行

わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
注
11
）
。
ま
た
上
博
楚
簡
に
つ
い
て
は
、
書

写
年
代
に
関
す
る
手
が
か
り
が
少
な
い
が
、
郭
店
楚
簡
と
同
様
に

戦
国
中
期
ま
で
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
注
12
）
。
こ
の

た
め
、
郭
店
楚
簡
や
上
博
楚
簡
に
含
ま
れ
る
文
献
の
原
本
の
成
立

が
戦
国
時
代
中
期
以
前
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
或
る
文
献

の
原
本
の
成
立
後
、
そ
れ
が
広
く
流
布
す
る
に
は
当
然
或
る
程
度

の
時
間
を
要
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
原
本
の
成
立
に
つ

い
て
は
戦
国
初
期
以
前
に
ま
で
遡
る
可
能
性
も
十
分
に
存
在
す
る

と
考
え
ら
れ
る
（
注
13
）
。

三
、
戦
国
時
代
の
兵
家
に
お
け
る
気

前
章
で
述
べ
た
通
り
、
近
年
出
土
し
た
郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡

の
道
家
系
文
献
や
儒
家
系
文
献
に
お
い
て
は
気
に
関
す
る
か
な
り

複
雑
な
思
考
が
認
め
ら
れ
、
戦
国
時
代
中
期
以
前
に
お
け
る
道
家

や
儒
家
は
気
に
関
し
て
複
雑
な
思
考
を
そ
れ
ぞ
れ
に
保
持
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
宇
宙
生
成
論
を
説
く
道
家
と
宇
宙
生
成
論
を

説
か
な
い
儒
家
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
思
想
的
立
場
を
異
に
し
な
が

ら
と
も
に
気
概
念
を
用
い
た
多
様
な
思
考
を
展
開
し
て
い
る
と
い

う
現
象
は
、
気
概
念
が
か
な
り
古
く
に
成
立
し
、
そ
し
て
気
に
関

す
る
思
考
は
戦
国
時
代
中
期
以
前
ま
で
に
か
な
り
の
発
達
を
遂
げ

て
い
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
戦
国
期
の
出
土
文
献
中
に
気

を
説
く
兵
家
の
文
献
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
戦
国
時
代
中
期
以
前

の
兵
家
が
気
に
関
す
る
多
様
な
思
考
を
有
し
て
い
た
蓋
然
性
は
極

め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
十
三
篇
『
孫
子
』
や

『
孫
臏
兵
法
』
延
気
篇
等
に
見
え
る
士
気
の
系
統
の
気
に
関
す
る

思
考
は
孫
武
や
孫
臏
の
も
の
で
あ
り
、「
孫
氏
の
道
」
の
気
の
思

想
は
孫
武
の
手
に
よ
っ
て
そ
の
骨
格
部
分
が
成
立
し
、
孫
武
の
後

学
、
孫
臏
、
孫
臏
の
後
学
と
、
代
々
孫
氏
学
派
に
お
い
て
継
承
さ

れ
た
と
し
た
前
稿
に
お
け
る
筆
者
の
見
解
は
、
今
な
お
十
分
に
成

立
し
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
と
よ
り
、
漢
簡
で
あ
る
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
に
含
ま
れ
て
い
た

十
三
篇
『
孫
子
』
と
『
孫
臏
兵
法
』
と
は
孫
臏
及
び
そ
の
後
学
の

手
を
経
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
偽
託
、
或
い
は
後
世
の
付

加
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
一
応
は
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
十
三
篇
『
孫
子
』
や
『
孫
臏
兵
法
』
延
気
篇
等
に

見
え
る
士
気
の
系
統
の
気
に
関
す
る
思
考
は
、
郭
店
楚
簡
や
上
博

楚
簡
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
戦
国
時
代
初
期
以
前
の
道

家
や
儒
家
の
保
持
し
た
気
に
関
す
る
思
考
と
比
較
し
て
見
た
時
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に
、
特
に
偽
託
や
後
世
の
付
加
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
よ
う
な

問
題
は
見
当
た
ら
な
い
。
戦
国
時
代
中
期
以
前
の
儒
家
が
人
間
の

感
情
や
行
動
の
も
と
と
な
る
も
の
と
し
て
の
気
を
盛
ん
に
説
き
、

ま
た
人
間
の
精
神
的
作
用
そ
の
も
の
を
指
す
「
気
志
」
や
「
志

気
」
を
も
説
い
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
春
秋
時
代
末

に
活
躍
し
た
孫
武
や
戦
国
時
代
中
期
に
活
躍
し
た
孫
臏
が
、
士
気

を
意
味
す
る
気
を
説
い
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
あ
り
得
る
こ
と
で

あ
り
、
何
ら
不
自
然
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
上
博
楚
簡
に
含
ま
れ
て
い
た
兵
書

で
あ
る
『
曹
沫
之
陳
』
に
お
い
て
、
気
が
説
か
れ
て
い
な
い
点
で

あ
る
。
前
述
の
通
り
、
筆
者
は
「
孫
氏
の
道
」
及
び
『
呉
子
』・

『
尉
繚
子
』
で
は
士
気
の
系
統
の
気
の
み
が
説
か
れ
、
望
気
の
気

が
一
切
説
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
或
る
兵
学
に
お
い
て
は
二

つ
の
系
統
の
気
の
ど
ち
ら
か
が
選
択
的
に
説
か
れ
る
と
し
た
。
し

か
し
、
上
博
楚
簡
に
含
ま
れ
て
い
た
古
佚
書
『
曹
沫
之
陳
』
に
お

い
て
は
、
士
気
の
系
統
の
気
も
望
気
の
系
統
の
気
も
ま
っ
た
く
説

か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
戦
国
時
代
中
期
以
前
に
お
い
て
は

気
を
説
か
な
い
兵
学
も
存
在
し
て
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

或
る
兵
学
に
お
い
て
は
士
気
の
系
統
の
気
か
望
気
の
系
統
の
気
が

選
択
的
に
説
か
れ
る
と
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
撤
回
す
る
。

『
曹
沫
之
陳
』
に
お
い
て
気
が
説
か
れ
て
い
な
い
現
象
を
ど
の

よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
慎
重
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
私
見
で
は
、『
曹
沫
之
陳
』
の
兵
学
が
春
秋
時
代

に
お
け
る
戦
車
戦
を
中
心
と
す
る
戦
争
の
形
態
を
前
提
と
し
て
い

た
こ
と
と
密
接
に
関
連
す
る
。

す
な
わ
ち
、
浅
野
裕
一
氏
は
「
上
博
楚
簡
『
曹
沫
之
陳
』
の
兵

学
思
想
」
に
お
い
て
、『
曹
沫
之
陳
』
に
お
い
て
描
か
れ
て
い
る

戦
闘
の
形
態
は
「
春
秋
時
代
に
中
原
で
行
わ
れ
た
戦
車
戦
の
様
式

を
概
ね
踏
襲
し
た
も
の
」
で
、「
進
撃
距
離
も
短
く
、
期
間
も
短

く
、
国
境
近
辺
で
の
会
戦
が
想
定
」
さ
れ
て
お
り
、
十
三
篇
『
孫

子
』
の
想
定
す
る
「
敵
国
の
奥
深
く
に
侵
入
す
る
長
距
離
進
撃
の

形
態
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
す
る
（
注
14
）
。
そ
し
て
『
曹
沫
之
陳
』

の
兵
学
は
「
基
本
的
に
そ
う
し
た
戦
闘
形
態
を
前
提
」
に
組
み
立

て
ら
れ
て
お
り
、『
曹
沫
之
陳
』
の
成
書
年
代
は
「
春
秋
中
期

（
前
六
四
八
～
前
五
二
七
）
よ
り
も
遅
く
、
春
秋
後
期
（
前
五
二

六
～
前
四
〇
四
）
で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
」
と
指
摘
し
て
い

る
。
浅
野
氏
の
指
摘
を
筆
者
は
妥
当
と
考
え
る
。

周
知
の
通
り
、
中
国
古
代
に
お
け
る
戦
争
の
形
態
は
、
概
ね
春

秋
時
代
ま
で
戦
車
戦
を
中
心
に
し
た
が
、
や
が
て
民
を
大
量
に
動

員
し
て
編
成
し
た
歩
兵
部
隊
を
中
心
と
す
る
戦
争
へ
と
変
化
し

た
。
春
秋
時
代
の
末
に
呉
で
活
躍
し
た
孫
武
は
、
歩
兵
中
心
の
部

隊
で
敵
国
・
楚
の
領
内
奥
深
く
侵
入
し
て
決
戦
を
行
っ
た
。
孫
武

の
兵
学
は
そ
う
し
た
新
た
な
形
態
の
戦
争
を
前
提
と
し
て
成
立
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
兵
学
に
お
い
て
、
戦
闘
の
結
果
に
大
き
な
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影
響
を
与
え
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
士
気
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
、
新
た
な
戦
争
の
形
態
の
出
現
と
は
、
深
く
関
わ
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

も
と
よ
り
、
既
に
浅
野
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
曹
沫
之
陳
』

に
お
い
て
も
民
を
動
員
し
た
部
隊
の
編
成
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
そ
の
た
め
に
指
揮
下
の
部
隊
の
士
気
、
つ
ま
り
戦
闘
意
欲
も

重
視
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
50
簡
か
ら
第
51
簡
に
か
け
て
の

箇
所
で
、
荘
公
の
問
い
に
対
す
る
答
え
と
し
て
、「
戰
毋
殆
、
毋

思
民
疑
」（
戦
う
に
殆
ぶ
む
毋
れ
、
民
の
疑
う
を
思
う
毋
れ
）
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
部
隊
の
指
揮
者
に
対
し
て
、
戦

闘
に
際
し
て
は
必
勝
を
固
く
信
じ
、
ま
た
戦
闘
直
前
に
あ
っ
て
、

指
揮
下
の
民
が
そ
の
指
揮
に
対
す
る
疑
い
を
抱
い
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
っ
た
不
安
を
持
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
説
か
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
「
民
」
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、『
曹
沫
之
陳
』
に
お
い
て
、
民
を
動
員
し
て
編
成
し
た
部
隊

の
指
揮
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
第

18
簡
に
「
城
郭
必
修
、
繕
甲
利
兵
、
必
有
戰
心
以
守
、
所
以
爲
長

也
。」（
城
郭
必
ず
修
ま
り
、
甲
を
繕
い
兵
を
利
く
し
、
必
ず
戦
心

有
り
て
以
て
守
る
、
長
を
為
す
所
以
な
り
。）
と
あ
る
が
、
こ
こ

で
い
う
「
戦
心
」
は
戦
闘
意
欲
そ
の
も
の
を
指
す
と
考
え
ら
れ

る
。
お
よ
そ
戦
闘
が
行
わ
れ
る
場
合
、
特
に
そ
れ
が
軍
事
的
訓
練

を
長
く
受
け
た
わ
け
で
は
な
い
一
般
の
民
を
動
員
し
て
編
成
し
た

部
隊
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
場
合
、
戦
闘
の
結
果
に
大
き
く
影
響
す

る
要
因
の
一
つ
と
し
て
そ
の
集
団
を
構
成
す
る
戦
闘
員
の
戦
闘
意

欲
が
重
視
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
極
め
て
普
遍
的
な
現
象
と

い
っ
て
よ
い
。

そ
も
そ
も
気
が
人
間
の
精
神
的
な
働
き
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ

と
は
、『
国
語
』
や
『
左
伝
』、
或
い
は
『
論
語
』
等
に
お
い
て
も

認
め
ら
れ
る
（
注
15
）
。
ま
た
、
例
え
ば
『
左
伝
』
荘
公
十
年
の
魯
の

荘
公
と
曹
劌
と
の
問
答
の
中
で
、
曹
劌
が
「
夫
戰
、
勇
氣
也
。
一

鼓
作
氣
、
再
而
衰
、
三
而
竭
」（
夫
れ
戦
い
は
、
勇
気
な
り
。
一

た
び
鼓
す
れ
ば
気
を
作
し
、
再
び
す
れ
ば
衰
へ
、
三
た
び
す
れ
ば

竭
く
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
人
間
の
精

神
的
な
働
き
と
結
び
つ
く
気
は
、
戦
闘
に
お
け
る
人
間
の
精
神
の

働
き
、
つ
ま
り
闘
争
心
や
戦
闘
意
欲
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
も

説
か
れ
た
（
注
16
）
。
こ
の
た
め
、
戦
闘
意
欲
を
指
す
も
の
と
し
て
の

気
、
す
な
わ
ち
士
気
の
系
統
の
気
が
孫
武
の
出
現
ま
で
説
か
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
。

私
見
で
は
、
先
秦
時
代
の
諸
子
の
思
想
を
伝
え
る
文
献
に
お
い

て
そ
れ
ぞ
れ
に
気
が
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
諸
子
の
思

想
の
成
立
前
に
、
気
が
万
物
や
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
を
構
成
す
る
と

の
気
の
思
想
が
既
に
存
在
し
、
諸
子
は
先
行
す
る
そ
の
気
の
思
想

を
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
的
立
場
に
応
じ
て
受
容
し
た
結
果
で
あ
る
。

中
国
古
代
の
軍
事
思
想
に
お
け
る
士
気
の
系
統
の
気
も
、
そ
う
し
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た
気
の
思
想
の
受
容
の
中
で
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
、
戦

争
の
形
態
が
戦
車
戦
を
中
心
と
す
る
も
の
か
ら
民
に
よ
っ
て
編
成

さ
れ
た
歩
兵
部
隊
を
中
心
と
す
る
も
の
へ
と
変
化
す
る
に
伴
い
、

次
第
に
関
心
を
集
め
て
普
及
し
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
も
と

よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
者
が
気
の
思
想
を
受
容
し
た
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
気
概
念
を
説
か
な
い
兵
学
も
存
在
し
得
た
と
推
測
さ
れ

る
。
戦
車
戦
を
中
心
と
す
る
比
較
的
古
い
戦
争
の
形
態
を
前
提
と

す
る
『
曹
沫
之
陳
』
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
気
を
受
容
し
な
か
っ

た
兵
学
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
注
17
）
。

結
語

郭
店
楚
簡
や
上
博
楚
簡
、
或
い
は
清
華
簡
と
い
っ
た
戦
国
時
代

の
竹
簡
資
料
の
出
現
に
よ
り
、
中
国
古
代
思
想
の
実
態
を
解
明
す

る
大
き
な
手
が
か
り
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
今
後
も
新
た
な
出
土
文

献
が
出
現
し
、
更
に
多
く
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

注

（
１
）	『
集
刊
東
洋
学
』
第
七
二
号
（
一
九
九
四
年
）
所
収
。

（
２
）	

以
下
、
拙
稿
「
上
博
楚
簡
『
恆
先
』
に
お
け
る
気
の
思
想
」（『
中
国

研
究
集
刊
』
第
三
六
号
、
二
〇
〇
四
年
）、
浅
野
裕
一
「〈
恆
先
〉
的
道

家
特
色
」（『
戦
国
楚
簡
研
究
』〔
万
巻
楼
、二
〇
〇
四
年
〕
所
収
）
参
照
。

な
お
、
以
下
郭
店
楚
簡
を
引
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』

（
荊
州
市
博
物
館
、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）、
及
び
『
楚
地
出
土

戦
国
簡
冊
合
集
（
一
）』（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
荊
門
市
博
物
館
、

文
物
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
に
よ
り
、
ま
た
上
博
楚
簡
を
引
用
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、馬
承
源
主
編『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書（
一
）（
二
）

（
三
）（
四
）（
七
）』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
二
〇
〇
二
年
、

二
〇
〇
三
年
、
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
〇
八
年
）
に
よ
っ
た
。
但
し
、
異
体

字
に
つ
い
て
は
両
者
と
も
可
能
な
限
り
通
行
の
字
体
に
改
め
、
ま
た
一

部
私
見
に
よ
り
改
め
た
箇
所
が
あ
る
が
、
煩
雑
を
避
け
注
記
を
省
い
た
。

（
３
）	

浅
野
裕
一
氏
は
「
上
博
楚
簡
『
凡
物
流
形
』
の
全
体
構
成
」（『
中
国

研
究
集
刊
』
第
四
八
号
、
二
〇
〇
九
年
。『
竹
簡
が
語
る
古
代
中
国
思
想

（
三
）
―
上
博
楚
簡
研
究
―
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
第
二
章
に
、

修
訂
を
加
え
た
上
で
収
録
）
に
お
い
て
、「
五
気
」
を
木
火
土
金
水
の
五

行
と
見
な
し
て
い
る
。
な
お
、『
凡
物
流
形
』
に
は
、「
27
…
…
揚
肫
而
禮
、

屏
氣
而
言
、不
失
其
所
。
然
故
曰
賢
。
和
朋
和
氣
、向
聽
好
也
…
…
」（
肫

を
揚
げ
て
礼
し
、
気
を
屏
し
て
言
い
、
其
の
所
を
失
わ
ず
。
然
る
が
故

に
賢
と
曰
う
。
朋
に
和
し
て
気
を
和
し
、
向
聖
（
聽
）
好
也
…
…
）
と

も
あ
り
、こ
こ
で
の
気
は
『
論
語
』
郷
党
篇
に
「
攝
齊
升
堂
、鞠
躬
如
也
、

屏
氣
似
不
息
者
。」（
斉
を
摂
り
て
堂
に
升
れ
ば
、
鞠
躬
如
た
り
、
気
を

屏ひ
そ

め
て
息
せ
ざ
る
者
に
似
た
り
）
と
あ
る
、
気
息
の
気
と
同
一
の
も
の
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と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）	

注
２
前
掲
『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
合
集
（
一
）』
参
照
。
同
書
の
『
唐

虞
之
道
』
の
釈
読
は
、
周
鳳
吾
「
郭
店
楚
墓
竹
簡
〈
唐
虞
之
道
〉
新
釈
」

（『
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
七
〇
本
第
三
分
、
一
九
九
九
年
）
の
竹

簡
の
配
列
に
従
う
。

（
５
）	

郭
店
楚
簡
中
、『
語
叢
一
』
に
お
い
て
も
「
血
気
」
の
語
が
登
場
す
る
。

「
45
凡
有
血
氣
者
、
皆
有
喜
46
有
怒
、
有
愼
有
牂慾 
。
其
體
47
有
容
有
色
、

有
聲
有
嗅
48
有
味
、
有
氣
有
志
。
凡
物
49
有
本
有
標
、
有
終
有
始
。」（
凡

そ
血
氣
有
る
者
、
皆
な
喜
有
り
怒
有
り
、
愼
有
り
牂慾 
有
り
。
其
の
體
、

容
有
り
色
有
り
、
聲
有
り
嗅
有
り
味
有
り
、
氣
有
り
志
有
り
。
凡
そ
物
、

本
有
り
標
有
り
、
終
わ
り
有
り
始
め
有
り
。）
但
し
、『
語
叢
』
に
つ
い

て
は
、
文
献
そ
の
も
の
を
儒
家
系
の
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
検
討
の
対
象
か
ら
除
い
た
。

（
６
）
末
永
高
康
「「
性
」
即
「
気
」
―
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
の
性
説
」（
鹿

児
島
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要　

人
文
・
社
会
科
学
編
第
五
一
巻
、
二

〇
〇
〇
年
）
は
、「「
喜
怒
哀
悲
の
気
，性
な
り
」
の
語
は
，端
的
に
，「
性
」

と
は
す
な
わ
ち
喜
怒
哀
悲
の
「
気
」
で
あ
る
こ
と
，「
性
」
の
実
質
が
喜

怒
哀
悲
の「
気
」で
あ
る
こ
と
を
語
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」

と
す
る
。
私
見
で
は
、『
性
自
命
出
』・『
性
情
論
』
に
お
い
て
は
後
述
す

る
「
鬱
陶
の
気
」
も
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
「
性
」
の
本

質
が
「
喜
怒
哀
悲
の
気
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
と
は
見
な
し
が
た
く
、

性
の
中
に
「
喜
怒
哀
悲
の
気
」
が
含
ま
れ
る
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
と

思
わ
れ
る
。

（
７
）	

但
し
、『
従
政
』
甲
の
簡
09
は
上
下
端
が
残
欠
し
て
お
り
、
前
後
の
接

続
が
不
明
で
あ
る
。
湯
浅
邦
弘
「
上
博
楚
簡
『
従
政
』
の
竹
簡
連
接
と

文
節
に
つ
い
て
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三
六
号
、
二
〇
〇
四
年
）
は
、

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
「「
從
政
」
者
の
心
構
え
「
志
氣
」
に
つ
い
て
述
べ

た
部
分
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、竹
簡
の
欠
損
に
よ
り
、内
容
未
詳
で
あ
る
」

と
述
べ
る
。

（
８
）	「
血
気
」
に
つ
い
て
も
、
人
体
を
構
成
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
の

精
神
的
活
動
と
も
結
び
つ
く
も
の
と
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
一
応
は
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
が
明
確
に
把
握
で
き
る
用
例
は
今
の
と
こ
ろ

確
認
で
き
な
い
。

（
９
）	

郭
店
楚
簡
『
語
叢
一
』
第
68
簡
に
は
、「
察
天
道
以
化
民
氣
」（
天
道

を
察
し
て
以
て
民
氣
を
化
す
）
と
の
語
が
あ
る
。
仮
に
こ
れ
が
儒
家
の

言
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
広
く
民
の
身
体
が
気
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
と
す
る
思
考
も
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
と
な
る
。

（
10
）	

先
に
見
た
「
血
気
」
な
ど
の
人
間
の
身
体
内
部
に
存
在
す
る
気
に
は
、

人
間
社
会
の
規
範
と
し
て
機
能
す
る
と
い
う
性
質
が
直
接
に
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
た
め
、
人
間
の
身
体
内
部
に
存
在
す
る
気
と
『
容
成
氏
』

の
「
陰
陽
之
気
」・「
天
地
之
気
」
と
は
、
そ
の
存
在
す
る
場
所
だ
け
で

は
な
く
、
機
能
と
し
て
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
為
政
者
の
身
体
内
部
に
存
在
す
る
気
の
秩
序
に
つ
い
て
は
、

人
間
社
会
の
規
範
と
し
て
の
機
能
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
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れ
る
。
す
な
わ
ち
、
為
政
者
が
身
体
内
部
の
気
を
そ
の
本
来
の
あ
る
べ

き
状
態
に
保
て
ば
、
為
政
者
自
身
の
身
体
や
精
神
の
あ
り
方
、
ひ
い
て

は
そ
の
行
動
は
あ
る
べ
き
状
態
に
保
た
れ
、
そ
の
結
果
為
政
者
は
善
政

を
行
う
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
に
対
し
て
為
政
者
が
身
体
内
部
の
気
を
そ

の
本
来
の
あ
る
べ
き
秩
序
か
ら
逸
脱
さ
せ
れ
ば
、
そ
の
身
体
や
精
神
の

あ
り
方
が
乱
れ
て
悪
政
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
、
と
い
っ
た
思
考
が

存
在
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
人
間
の
身
体
内
部
の
気
の
本
来
の
あ

る
べ
き
秩
序
に
は
、
統
治
を
行
う
上
で
守
る
べ
き
規
範
と
し
て
の
性
質

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
、
戦
国
期
の
出
土
文
献
か
ら
こ
う
し
た
思
考
の
存
在
を
直
接
確
認

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
私
見
で
は
『
国
語
』
周
語
や
『
左
伝
』
に

お
い
て
そ
う
し
た
思
考
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
戦
国
期
に
存

在
し
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
稿
「『
国
語
』
周
語

に
お
け
る
気
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
八
号
、
一
九
八
九
年
）、「
気
の

思
想
の
成
立
―
『
国
語
』
に
お
け
る
気
を
中
心
に
―
」（『
新
潟
大
学
教

育
学
部
紀
要
』
第
三
二
巻
第
二
号
、
一
九
九
一
年
）、「『
左
伝
』
に
お
け

る
気
の
思
想
―
『
国
語
』
に
お
け
る
気
の
思
想
と
の
比
較
を
中
心
に
―
」

（『
東
ア
ジ
ア
―
歴
史
と
文
化
―
』
第
二
号
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。

（
11
）	

湖
北
省
荊
門
市
博
物
館
「
荊
門
郭
店
一
号
楚
墓
」（『
文
物
』
一
九
九

七
年
第
七
期
）、崔
仁
義
「
荊
門
楚
墓
出
土
的
竹
簡
《
老
子
》
初
探
」（『
荊

門
社
会
科
学
』
一
九
九
七
年
第
五
期
）
参
照
。

（
12
）	

馬
承
源
「
前
言
：
戦
国
楚
竹
書
的
発
現
保
護
和
整
理
」（『
楚
竹
書
』

所
収
）、「
馬
承
源
先
生
談
上
博
簡
」（
上
海
大
学
古
代
文
明
研
究
中
心
・

精
華
大
学
思
想
文
化
研
究
所
編
『
上
博
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
研
究
』〔
世
紀

出
版
集
団
・
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
〕
所
収
）
参
照
。
な
お
、

上
海
博
物
館
に
お
け
る
戦
国
時
代
の
時
代
区
分
は
、「
早
期
」
と
「
晩
期
」

と
の
二
分
法
で
あ
る
。

（
13
）	

原
本
の
成
立
時
期
が
ど
の
程
度
遡
る
の
か
に
つ
い
て
は
も
と
よ
り
不

明
で
あ
る
が
、
紀
元
前
一
六
八
年
の
造
営
と
推
定
さ
れ
る
馬
王
堆
三
号

漢
墓
か
ら
出
土
し
た
帛
書
『
老
子
』
に
甲
本
・
乙
本
の
二
種
が
あ
り
、

両
者
の
間
に
字
句
の
異
同
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、『
老
子
』
の
原
本

の
成
立
は
戦
国
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
が
確
実
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
原
本
の
成
立
が
異
本
の
存
在
す
る
時
点
よ

り
五
十
年
以
上
古
い
と
い
う
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
紀

元
前
三
〇
〇
年
頃
に
造
営
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
郭
店
楚
墓
か
ら
出
土

し
た
『
性
自
命
出
』
と
上
博
楚
簡
『
性
情
論
』
と
の
間
に
も
、
字
句
の

異
同
や
ブ
ロ
ッ
ク
の
配
列
の
違
い
が
認
め
ら
れ
、
両
文
献
は
概
ね
同
時

代
に
書
写
さ
れ
た
同
一
文
献
の
異
本
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
性
自

命
出
』
と
『
性
情
論
』
と
の
原
本
の
成
立
が
紀
元
前
三
五
〇
年
よ
り
も

古
い
可
能
性
、
つ
ま
り
戦
国
時
代
の
開
始
を
紀
元
前
四
〇
三
年
と
し
、

概
ね
六
十
年
ず
つ
初
期
・
中
期
・
後
期
と
区
分
し
た
場
合
の
初
期
に
遡

り
得
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
稿
「
郭
店
楚
簡
『
性

自
命
出
』
と
上
海
博
物
館
蔵
『
性
情
論
』
と
の
関
係
」（『
日
本
中
国
学

会
報
』
第
五
五
集
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。
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（
14
）	『
戦
国
楚
簡
研
究
二
〇
〇
五
』（『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号
第
三

八
号
、二
〇
〇
五
年
）
所
収
。
後
に
湯
浅
邦
弘
編
『
上
博
楚
簡
研
究
』〔
汲

古
書
院
、二
〇
〇
七
年
〕
に
収
録
さ
れ
、ま
た
中
国
語
訳
が
浅
野
裕
一
『
上

博
楚
簡
與
先
秦
思
想
』（
万
巻
楼
、二
〇
〇
八
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

浅
野
氏
は
同
論
考
に
お
い
て
、『
曹
沫
之
陳
』
の
兵
学
は
、「
荘
公
や
曹

沫
と
同
時
代
で
あ
る
春
秋
時
代
前
半
（
前
七
七
〇
～
前
六
四
九
年
）
の

状
況
を
基
本
に
据
え
な
が
ら
、
会
戦
の
形
態
に
関
し
て
は
、
そ
れ
よ
り

も
古
い
西
周
期
（
前
一
一
〇
〇
～
前
七
七
一
年
）
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ

一
方
、
民
の
大
量
動
員
に
よ
る
兵
力
数
の
増
加
に
関
し
て
は
、
そ
れ
よ

り
も
新
し
い
春
秋
後
期
（
前
五
二
六
～
前
四
〇
四
年
）
の
状
況
を
取
り

込
む
と
い
っ
た
、
新
旧
の
層
が
塁
層
的
に
混
在
す
る
性
格
を
示
し
て
い

る
」
と
し
て
い
る
。

（
15
）	

注
10
前
掲
の
拙
稿
「『
国
語
』
周
語
に
お
け
る
気
」、「
気
の
思
想
の
成

立
―
『
国
語
』
に
お
け
る
気
を
中
心
に
―
」、「『
左
伝
』
に
お
け
る
気
の

思
想
―
『
国
語
』
に
お
け
る
気
の
思
想
と
の
比
較
を
中
心
に
―
」
参
照
。

（
16
）	『
国
語
』
晋
語
に
は
「
偃
也
聞
之
。
戰
鬭
、
直
爲
壯
、
曲
爲
老
。
未
報

楚
惠
而
抗
宋
、
我
曲
楚
直
、
其
衆
莫
不
生
氣
、
不
可
謂
老
。」（
偃
や
之

を
聞
く
。
戦
闘
は
、
直
な
れ
ば
壮
為
り
、
曲
な
れ
ば
老
為
り
。
未
だ
楚

の
恵
に
報
い
ず
し
て
宋
に
抗
す
る
は
、
我
曲
に
し
て
楚
直
、
其
の
衆
気

を
生
ぜ
ざ
る
莫
く
、
老
と
謂
う
可
か
ら
ず
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
の
気
は

戦
闘
意
欲
を
指
す
と
見
て
よ
い
。
な
お
、『
左
伝
』
荘
公
十
年
に
登
場
す

る
曹
劌
は
、『
曹
沫
之
陳
』
の
曹
沫
と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。『
上

海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
四
）』
所
収
の
李
零
氏
の
「
説
明
」
参
照
。

（
17
）	

望
気
の
系
統
の
気
に
つ
い
て
は
、
文
献
か
ら
そ
の
実
態
を
把
握
し
が

た
い
が
、
天
人
相
関
に
基
づ
く
行
為
と
し
て
望
気
の
系
統
の
気
を
観
測

す
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
春
秋
時
代
に
も
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
Ｂ
「
中
国
新
出
土
文

献
の
思
想
史
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
湯
浅
邦
弘
）
の
成
果
の
一
部
で

あ
る
。

（ 34 ）


